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【研究の目的】 
 現代経済社会の構造的変化に対応して、アメリカ統一商法典（U.C.C.）の改正作業がダイナミックに展
開している。当研究会においては、主として流通証券、電子資金移動、売買等に関する U.C.C.諸規定の
改正動向を調査研究し、アメリカ商取引法分野の現代的変容の意義と特質を明らかにする。 
 
【研究活動及び成果】 

各メンバーが個別に現代アメリカ商取引法およびその関連領域についての研究を継続した。コロナ禍
のなか、「現代企業法制研究会」（座長・福原紀彦所員）等への参加がかなわなかったのは残念であっ
た。 
学術雑誌 

武田 典浩「再保険契約の構造とその約款について－企業保険における約款解釈に関する一事例－」
『保険学雑誌』654号（2021年9月） 

刊行物 
杉浦 宣彦「決済横断法制の議論から浮かび上がる法的課題ならびに金融サービスの新たな展開に関

する検討」『商事立法における近時の発展と展望』中央経済社（2021年10月） 
平泉 貴士「物品証券の債権的効力－平成30年商法改正を契機として」『商事立法における近時の発

展と展望』中央経済社（2021年10月） 
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